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確
定
申
告
が

終
わ
っ
た
と
思

う
と
、
今
年
は

診
療
報
酬
の
改

定
で
医
院
経
営
者
は
頭
を
悩

ま
す
。
複
雑
な
改
定
の
お
か

げ
か
協
会
の
説
明
会
も
盛
況

の
よ
う
だ
。

　

近
隣
の
若
い
歯
科
医
か
ら

経
営
上
の
助
言
を
求
め
ら
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
別
の
先
輩

に
相
談
し
た
ら
、
経
費
削
減

よ
り
も
収
入
を
増
や
す
若
者

ら
し
い
前
向
き
の
積
極
経
営

を
勧
め
ら
れ
た
が
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い

の
で
、私
に「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
」
を
求
め
た
の
だ
。

　

決
算
書
を
み
て
精
査
し
た

の
で
は
な
い
が
、
同
じ
地
域

の
似
通
っ
た
診
療
ス
タ
イ
ル

を
前
提
に
５
つ
提
案
し
た
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
オ
ピ
ニ
オ
ン

と
は
逆
に
経
費
削
減
の
提
案

で
あ
る
。
①
な
る
べ
く
技
工

は
自
分
で
、
②
レ
セ
プ
ト
の

外
注
を
や
め
て
自
分
で
、
③

確
定
申
告
は
自
分
で
、
④
待

合
室
の
定
期
刊
行
物
を
や
め

る
、
⑤
レ
ン
タ
ル
観
葉
植
物

を
解
約
し
て
自
前
で
、
①
〜

③
は
無
理
と
言
っ
た
が
、
④

と
⑤
は
実
践
し
た
そ
う
だ
。

　

実
は
私
も
経
営
に
苦
戦
し

て
い
る
同
類
だ
。
あ
る
人
に

助
言
を
求
め
る
と
、「
引
退
し

な
は
れ
。
も
う
十
分
な
歳
や

ろ
う
」
と
言
わ
れ
た
。（
Ｓ
）

協
会
の
学
校
歯
科
治
療
調
査
に

寄
せ
ら
れ
た
事
例
を
紹
介
す
る

石
川
府
議
＝
３
月
２
日
、
大
阪

府
議
会

大 阪 府
４月実施

福
祉
医
療
費
助
成
を
改
悪

老
人
廃
止
・
障
が
い
毎
回
５
０
０
円
負
担

子
ど
も
助
成
拡
充
を

現
場
に
新
た
な
矛
盾
と
混
乱

石
川
府
議　

協
会
調
査
で
質
問

会
員
に
１
冊
無
料
で
送
付

４
月
末
に
発
行

　

お
お
さ
か
維
新
府
政
は
、
府
独
自
の
福
祉
医
療
費
助
成

制
度
改
悪
を
４
月
か
ら
実
施
し
た
。「
乳
幼
児
」「
ひ
と
り

親
」「
障
が
い
者
」「
老
人
」
の
４
制
度
の
う
ち
、「
老
人
」

は
廃
止
、「
障
が
い
者
」
は
１
医
療
機
関
当
た
り
の
負
担

日
数
上
限
が
な
く
な
り
、
院
外
調
剤
へ
の
自
己
負
担
が
必

要
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
８
年
診
療
報
酬
改
定
の
背
景
と
問
題
点
に

つ
い
て
政
策
部
が
解
説
す
る
。

「
障
が
い
者
」
は
３
日
目
以

降
の
受
診
も
５
０
０
円
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ま
で
負
担
が
な

か
っ
た
院
外
薬
局
で
も
毎
回

５
０
０
円
の
支
払
い
が
必
要

に
な
る
。
た
だ
し
、
１
カ
月

の
医
療
費
負
担
が
３
０
０
０

円
を
超
え
た
場
合
、
各
市
町

村
の
窓
口
に
申
請
す
れ
ば
、

超
過
分
は
償
還
さ
れ
る
（
市

町
村
に
よ
っ
て
は
郵
送
受
付

や
自
動
償
還
を
行
う
自
治
体

も
あ
る
）。

　

４
制
度
の
助
成
範
囲
に
含

ま
れ
て
い
た
精
神
病
床
へ
の

入
院
が
、
対
象
外
に
な
っ

た
。
病
院
関
係
者
か
ら
「
精

神
疾
患
等
の
患
者
の
受
療
権

を
奪
う
」
な
ど
の
声
も
上
が

っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
府
福
祉
医
療
費

助
成
制
度
の
対
象
者
は
低
所

暮
ら
し
に
直
結

　

福
祉
医
療
費
助
成
で
は
、

１
医
療
機
関
当
た
り
の
患
者

負
担
は
月
２
日
（
１
０
０
０

円
）
が
上
限
で
、
３
日
目
以

降
の
支
払
い
は
な
か
っ
た
。

４
月
１
日
の
制
度
変
更
後
、

得
者
が
大
半
を
占
め
て
い
る

た
め
、
負
担
増
は
暮
ら
し
に

直
結
す
る
。
大
阪
医
科
協
会

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
国

制
度
が
あ
っ
て
も
患
者
の
自

己
負
担
が
増
え
る
こ
と
で
入

院
費
が
支
払
え
な
い
ケ
ー
ス

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
」
な

ど
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　

府
が
制
度
を
改
悪
し
た
こ

と
に
よ
り
、
市
町
村
が
独
自

に
実
施
し
て
い
た
入
院
時
食

事
療
養
費
の
助
成
が
削
減
さ

れ
る
な
ど
の
影
響
も
生
ま
れ

て
い
る
。

府
民
世
論
が
守
る

　

府
が
制
度
改
悪
を
提
案
し

た
当
初
、「
乳
幼
児
」「
ひ
と

り
親
」「
障
が
い
者
」「
老
人
」

の
４
制
度
す
べ
て
が
改
悪
の

対
象
と
さ
れ
た
が
、「
乳
幼

児
」「
ひ
と
り
親
」
の
取
り

扱
い
は
一
部
を
除
き
現
行
制

度
が
守
ら
れ
、
廃
止
と
な
る

「
老
人
」
助
成
の
対
象
者
に

つ
い
て
は
２
０
２
１
年
３
月

31
日
ま
で
経
過
措
置
が
設
け

ら
れ
た
。
制
度
改
悪
に
反
対

す
る
府
民
世
論
の
成
果
だ
。

　

協
会
も
、
署
名
や
府
と
の

懇
談
、
要
請
行
動
を
繰
り
返

し
行
っ
た
。

　

「
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
」（
関
連
２
面
）
は
、
拡

充
を
求
め
る
住
民
の
声
を
反

映
し
て
府
内
の
各
市
町
村
で

も
対
象
年
齢
が
拡
充
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
府
が
各
自
治
体
の

足
を
引
っ
張
る
よ
う
な
制
度

改
悪
を
す
る
な
ど
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

福
祉
切
る
維
新

　

維
新
府
政
は
橋
下
徹
氏
が

府
知
事
の
時
代
に
も
福
祉
医

療
制
度
の
改
悪
を
計
画
す
る

な
ど
、
福
祉
施
策
を
目
の
敵

に
し
て
府
民
サ
ー
ビ
ス
の
削

減
を
進
め
て
き
た
。
府
制
度

の
変
更
は
各
市
町
村
が
実
施

す
る
助
成
制
度
と
財
政
的
に

直
結
す
る
た
め
、
府
内
す
べ

て
の
市
町
村
の
制
度
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。

　

協
会
は
、
福
祉
施
策
を
削

減
す
る
一
方
で
都
構
想
や
カ

ジ
ノ
を
推
進
す
る
維
新
府
政

に
反
対
し
て
き
た
。
今
後
も

維
新
府
政
に
よ
る
福
祉
改
悪

を
許
さ
ず
、
医
療
費
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
。

　

市
町
村
に
よ
っ
て
制
度
の

取
り
扱
い
に
若
干
の
違
い
が

あ
る
。
詳
細
は
、
各
市
町
村

の
担
当
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

拡
充
を
大
阪
府
に
迫
っ
た
。

石
川
府
議
は
、「
学
校
歯
科

治
療
調
査
」
で
「
子
ど
も
の

未
受
診
の
理
由
に
つ
い
て
多

く
の
養
護
教
諭
が
親
の
生
活

苦
を
挙
げ
て
い
る
」
と
指
摘

し
、
府
独
自
の
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
拡
充
や
無
料
定
額

診
療
制
度
の
周
知
徹
底
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
補
助
金
の

拡
充
を
求
め
た
。
松
井
一
郎

大
阪
府
知
事
は
、「
今
後
、

検
討
し
て
い
く
」
と
述
べ

た
。

　

協
会
は
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
８
年
４
月

版
）』
を
４
月
末
に
発
行
し
、
５
月
上
旬
に
は
会
員
に
１

冊
無
料
で
届
け
る
。
項
目
ご
と
に
解
説
と
症
例
を
掲
載
し

て
お
り
、
改
定
後
の
請
求
に
役
立
つ
１
冊
に
な
っ
て
い

る
。

て
、
措
置
さ
れ
る
歯
科

財
源
は
わ
ず
か
だ
。
不

十
分
な
訪
問
診
療
の
報

酬
で
は
積
極
的
に
取
り

組
む
医
療
機
関
は
限
ら

れ
る
。
一
方
で
厚
労
省

が
政
策
誘
導
す
る
様
々

な
要
件
に
対
応
で
き
る

一
部
の
医
療
機
関
と
の

格
差
が
広
が
る
。
施
設

基
準
に
よ
っ
て
点
数
格

だ（
図
）。こ
の
間
、医
療
・
社

会
保
障
費
の
削
減
を
重
点
課

題
と
し
た
「
経
済
・
財
政
再

生
計
画
」
の
も
と
、
16
年
か

ら
18
年
の
３
年
間
、
社
会
保

障
費
の
自
然
増
が
毎
年
５
千

億
円
に
抑
え
ら
れ
て
き
た
。

高
齢
化
に
伴
う
自
然
増
の
圧

縮
財
源
と
さ
れ
た
の
が
、
診

療
報
酬
改
定
と
医
療
・
介
護

の
患
者
・
利
用
者
負
担
増
だ
。

減
算
の
仕
組
み

　

18
年
診
療
報
酬
改
定
率

は
、
歯
科
本
体
は
０
・
69
％

で
、
歯
科
・
医
科
・
調
剤
の

本
体
は
０
・
55
％
。
薬
価
等

の
マ
イ
ナ
ス
を
含
め
る
と
全

体
で
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
19
％

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
の
た

め
の
歯
科
訪
問
診
療
の
強
化

に
あ
る
。
医
療
費
抑
制
の
た

め
に
進
め
ら
れ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
に
お
い

差
を
設
け
る
や
り
方
は
、
治

療
に
一
物
二
価
三
価
を
持
ち

込
む
も
の
で
患
者
に
と
っ
て

も
利
益
と
な
ら
な
い
。

 

（
つ
づ
く
）

も
採
算
度
外
視
で
様
々
な
努

力
を
払
っ
て
き
た
。
院
内
感

染
対
策
の
費
用
は
別
建
て
で

評
価
し
、
大
幅
に
引
き
上
げ

る
こ
と
が
必
要
だ
。

が
あ
る
。
基
本
診
療
料
を
含

む
診
療
報
酬
体
系
に
減
算
の

仕
組
み
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

は
看
過
で
き
な
い
問
題
だ
。

「
ア
リ
の
一
穴
」
と
な
っ

て
、
今
後
も
様
々
な
口
実
で

　

今
次
改
定
は
歯
科
医
療
機

関
の
経
営
改
善
に
役
立
た
な

い
ば
か
り
か
、
新
た
な
混
乱

と
矛
盾
を
も
た
ら
す
も
の
と

な
っ
た
。
改
定
の
大
き
な
特

徴
の
一
つ
は
、
基
本
診
療
料

政
策
誘
導
で
格
差

　

今
次
改
定
の
狙
い
は
、
医

科
で
進
め
ら
れ
る
病
院
か
ら

の
〝
入
院
患
者
追
い
出
し
〞

に
連
動
し
た
「
地
域
包
括
ケ

診
療
報
酬
を
減
算
す
る
仕
組

み
が
設
け
ら
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
。

　

医
療
機
関
は
医
療
安
全
対

策
や
感
染
防
止
対
策
と
し

て
、
低
診
療
報
酬
の
も
と
で

（
初
・
再
診
料
）
に
院
内
感

染
防
止
対
策
の
施
設
基
準

が
、
わ
ず
か
３
点
（
30
円
）

で
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
だ
。

し
か
も
、
未
届
の
医
療
機
関

に
は
減
算
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

　

石
川
た
え
大
阪
府
議
会
議

員
（
共
産
）
は
大
阪
府
議
会

２
月
定
例
会
本
会
議
で
、
協

会
の
「
学
校
歯
科
治
療
調

査
」
の
結
果
を
も
と
に
、
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の

労働保険「年度更新」
お知らせ

　協会の労働保険事務組合に委託さ
れている先生に、３月末に労働保険
料の「年度更新」書類（年間の支払
い賃金報告）をお届けしています。
保険料の算定のために必要な書類で
すので、期日までにご提出くださ
い。なお、概算保険料第１期の引き
落としは６月となります。

　お問い合わせは共済部（TEL06-
6568-7438）まで。
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自公政権下で７回連続のマイナスとなった
診療報酬全体の改定率　　　　　　　　　中医協資料より作成

自公政権民主党政権自公政権

2018年度
診療報酬改定

狙い
本質と

　協会の社保担当事務局員は、
４月中旬まで改定書籍『歯科保
険診療の研究』の製作業務で事
務所を離れます。お問い合わせ
は、出先から折り返しの対応と
なります。

お知らせ

「障がい者」「老人」医療助成対象者の
支払いが４月１日から変更に
医療機関ごとに

窓口で受診日毎500円の
支払いが必要

調剤薬局でも
利用毎500円の
支払いが必要

１日目

４日目

２日目

５日目

３日目

６日目


